
科目分類 看護専門科目 応用看護 開講時期 2・3年 前期 

科目名 産業看護論 

選択/必修 選択 単位数（時間数） 1単位 15時間 授業形態 講義 

担当教員 河田 志帆 

メールアドレス 教務学生課を窓口とする。 オフィスアワー 授業の前後 

 

授業目的 

1.産業保健の理念や目的を理解する。 

2.労働や労働環境が健康に与える影響について基本的な知識を習得する。 

3.産業保健の推進体制と推進活動について基礎的な知識を習得する。 

4.産業保健における看護職の役割と職務を理解する。 

授業概要 

労働に起因する健康課題を理解し、働く人々が健全な労働生活を送ること、

かつ企業が安全と健康に関して好ましい風土が醸成できるように支援する

ための基礎的な知識について学習する。また、今日の労働者を取り巻く社

会・経済情勢を踏まえ、健康課題やその対策について検討し、産業看護職の

役割と職務を理解し、そのあり方について考察できるよう学習する。 

授業計画 

第 1回 オリエンテーション、産業保健の目的 

第 2回 産業保健の歴史・日本の労働衛生行政と法律 

第 3回 事業場における安全衛生管理体制 

第 4回 労働者の健康課題の動向と現状 

第 5回 産業保健活動の実際①（生活習慣病予防・特定保健指導） 

第 6回 産業保健活動の実際②（メンタルヘルス対策） 

第 7回 産業保健活動の実際③（配慮が必要な労働者への支援） 

第 8回 産業保健と地域連携 

教材 

参考文献等 

教科書：なし 

参考書：国民衛生の動向、厚生統計協会 

    産業看護学、日本看護協会出版会  

成績評価 

基準・方法 
授業内課題および小テスト 40％ 最終レポート 60％ 

履修要件 特になし 

留意事項 

その他 

社会を取り巻く情勢について各自で見識を深め、授業への積極的な参加を

望みます。また、看護職として産業保健活動にいかに臨むかという視点と自

分の考えを持って授業参加をしてください。 

この科目は地域看護学分野の選択にあたり、修得要件である。 

 


